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研究成果の概要（和文）：本研究では、機能を持たないRNAを相互作用によって、機能を持つRNAに変換すること
に成功した。二対の短鎖RNAと、RNA間相互作用の一つであるkissing-loopを用いて分割型tRNAを構築した。単体
では機能のないRNAを、相互作用した時のみ機能のあるRNAへと変換したものである。また、RNAの二量体化を利
用して、PTCの構築にも成功した。PTCは、ペプチド結合を担う活性中心であり、短く機能のないRNAから、PTCの
機能を持つRNAへと変換することができた。

研究成果の概要（英文）：This study proved the conversion of non-functional RNA to functional tRNA 
via kissing-loop interaction. I constructed a split tRNA which consisted of two pairs of short RNAs.
 Single RNA has not function but complex of split-tRNA can gain of function. I also constructed 
PTC-like RNA complex by dimerization of RNA. Non-functional short RNAs obtain function of PTC which 
is Peptidyl Transferase Center.

研究分野： RNA科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
RNAは、遺伝情報の保持伝達および、触媒機能を有するので、進化の過程において、まずRNAが誕生したと考えら
れる。原初のRNAは短いものであり、その後長鎖化し、機能を獲得したと思われる。本研究ではこのRNAが長鎖化
する過程を提案し、実験結果よりそれが起こりうることを示した（学術意義）。また、2種のRNAは相互作用によ
り、形態変化し、機能を獲得することも示した。これは任意のタイミングでRNAの機能を変化させることができ
るため、様々な分野に応用できると考えられる（社会的意義）。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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